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水稲の初冬乾田直播き栽培における耕起・鎮圧法が出芽率に及ぼす影響
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春に作業が集中する稲作において初冬乾田直播き栽
培は，作業分散や作期拡大が望める新技術である．こ
の栽培法の技術的な課題は出芽率の向上である．著者
らはこれまで播種機にグレンドリルを用いて耕種条件
の検討を重ねた結果，実用化に十分な高い出芽率を得
られている（及川ら 2019）．今後，普及のためには
異なる種類の播種機での検討が必要である．そこで，
比較的安価で汎用性が高く広く普及しているロータ
リー装脱着式シーダーを用い，これまでの試験で効果
の高かった鎮圧との組み合わせや，耕起回数の違いが
出芽率に及ぼす影響について検討した．

材料および方法
イネ品種「あきたこまち」を供試した．2020年秋

に岩手大学農学部附属滝沢農場（岩手県滝沢市）で収
穫した籾を機械乾燥後，脱芒・風選・チウラム剤コー
ティングした当年種子を用いた．試験区は耕起回数と
春季鎮圧の組み合わせとし，播種同時耕起のみの１回
耕起区および事前耕起を加えた２回耕起区，これらと
春季鎮圧の有無の計４組み合わせとした．圃場は同農
場の水田（火山灰土壌）を使用し，２回耕起区につい
ては2020年11月15日に事前耕起（深さ 15cm）を
行った．播種は2020年11月17日にロータリー装脱着
式シーダー（アグリテクノ矢崎社製）を用い，播種量
10kg 10a-1で行った．春季鎮圧区は，越冬後の2021
年４月９日に平滑ローラーによる鎮圧を行った．１試
験区あたりの面積は，45㎡（６m×7.5m）×３反復
であった．

調査は出芽率，種子深度，土壌中での発芽状況につ
いて行い，出芽率は2021年６月13日に１試験区あた
り畝長１ｍ×９条（幅2.25m）を３反復で調査した．

種子深度調査および土壌中での発芽調査は2021年６
月７日に行った．種子深度調査は各区３反復で，無作
為に選んだ１条について畝長30㎝～50㎝を播種した
側面に沿って掘り，３～５㎝間隔で各区およそ30粒
について地表面から種子までの深さを測定した．土壌
中での発芽を見るための掘り取り調査は各区３反復で，
無作為に選んだ１条から長さ30㎝×幅15㎝×深さ10
㎝の範囲の土壌を掘り取り，回収した各区およそ80
粒の籾について発芽状況を調査した．

結果および考察
出芽率は7.9％～16.6％で，全体的にやや低い値で

あった．耕起回数による比較では鎮圧の有無に関わり
なく１回耕起区が有意に高かった（第１図）．鎮圧に
ついては，春季に実施することで2.7ポイント（耕起
１回区）および4.0ポイント（耕起２回区）の有意な
上昇が認められた．この結果は，初冬直播き栽培にお
いて春季鎮圧は出芽率の向上に有効とする橋本らの報
告（橋本ら 2019）と合致し，火山灰土壌における春
季鎮圧は，出芽率向上の効果的な手段であることが確
認できた．

種子深度調査では，種子は土壌表面より1.0㎝～7.5
㎝の深さに分布し，深さ５～６㎝付近で最も多かった
（第２図）．平均深度は１回耕起区が3.4～3.7cm，２
回耕起区は4.8～5.2cmと１回耕起区に比べ２回耕起
区で有意に深くなった（第１表）．また，鎮圧の有無
と種子深度との間には有意差は認められなかった．

2021年６月７日に行った掘り取り調査では，未発
芽種子の割合が36.3～49.6％であった．一方，発芽
はしているものの土壌中に埋もれ出芽出来ずにいる種
子が37.5～43.8％，すなわち約４割の種子は越冬後
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の発芽能力があるものの出芽できずに土壌中で枯死し
ていた（第２表）．

以上の結果から，本条件下でのロータリーシーダー
を用いた初冬直播き栽培では，１回耕起に比べて２回
耕起で出芽が劣った．しかし，２回耕起には廃ワラや
刈株などを埋め込み土壌表面を平坦にする他，入水後
の浮きワラ抑制など管理面においての利点がある．コ
シヒカリを用いた乾田直播栽培における限界出芽深度
は，温度と水分が好適な条件であっても５cm程度，
低温条件では３cm程度と報告されている（荻原・大
下 2015）．本試験において２回耕起区で出芽率が低
下した要因は，平均種子深度が4.8～5.2cmと深かっ
たことに起因し，これは２回耕起区の事前耕起により
軟弱になった地面での播種作業となって播種機が沈み
込み，深播きになったためと考えられる．このことか
ら，ロータリーシーダーを用いた播種体系では，耕起
回数に関係なく播種深度を浅めに調整することで，初
冬直播き栽培への利用が可能であることが示唆される．
しかしながら，一定の深さに播種することは技術的に
難しいため，今後は５㎝程度の深播きでも出芽率を向

上させられる技術の開発が求められる．また，発芽し
ているものの土壌中で枯死している種子が４割と潜在
的には越冬後の出芽能力を有することから，これらの
個体をいかに出芽させられるかが出芽率向上のための
今後の課題である．
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注）各深度の値は，全試験区の合計値を示す（ ）．

第２図　土壌中の種子の分布．
注）各深度の値は，全試験区の合計値を示す（n=124）．

第１図　耕起・鎮圧法の違いによる苗立ち率の比較．
注） 分散分析結果の＊＊，＊はそれぞれ１%，５%水準で有意，n.s. 

は有意差がないことを示す．
　　図中のバーは標準誤差を示す（n=27）．
　　バー上部の数字は㎡あたりの出芽本数の値．

第１表　耕起回数・鎮圧の違いにおける播種深度．

注） 分散分析結果の＊＊は１%水準で有意，n.s.は有意差がないこと
を示す.
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第２表　掘り取りによる種子の発芽状況．
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注）本試験では土壌表面より地上に出たものを出芽，土壌中で
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第２表　掘り取りによる種子の発芽状況．
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から芽または根が出た状態を発芽として区別している．
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第１図 耕起・鎮圧法の違いによる苗立ち率の比較．

注）分散分析結果の ， はそれぞれ ， 水準で有意， は有意差

がないことを示す．

図中のバーは標準誤差を示す ．

バー上部の数字は㎡あたりの出芽本数の値．
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